飼料生産基盤ロボットトラクタ活用実証業務委託　仕様書
　
第１条　適用
　本仕様書は、「飼料生産基盤ロボットトラクタ活用実証業務委託」に適用するものとする。
また、疑義が生じた場合は、担当者と打合せをする。
　
第２条　業務目的
　本業務は、ロボットトラクタを活用し、１人で２台のトラクタを同時稼働させることによる牧草刈取の同時作業について実証することを目的とする。
　
第３条　計画準備
　現地を確認し、牧草地の状況に合わせた業務計画表（様式１）を作成する。
　
第４条　業務内容
乗用トラクタ（有人）によりロボットトラクタ（無人）の近距離監視を行いながら、２台で同時に牧草の刈取作業を行うもの。実証を行った結果について取りまとめた報告書を作成するもの。
　(1) 実証場所
　　　岩手県内の１ha以上の牧草地で実証を行うもの。
　(2) 実証に係る機械等
　　　使用機械は以下のとおりとし、成果品取りまとめ時に使用機器（リース）調書（様式２）を提出すること。
　　・ロボットトラクタ（リース）
　　・ディスクモアー又はモアコンディショナー（リース）
　　・トラクタ（自家用）
　　・ディスクモアー又はモアコンディショナー（自家用）
(3) 実証内容
　　ロボットトラクタで作業可能なほ場中心部の刈取作業を行い、ロボットトラクタで刈取作業を行うことができないほ場外縁部を乗用トラクタで刈取作業を行う２台同時作業について実証する。
オペレータは、ロボットトラクタ専属のスタッフから指導を受けるとともに、指導を受けたオペレータが乗用トラクタに乗車し、ロボットトラクタの監視を行いながら運転すること。
(4) 打合せ協議
　　打合せ協議は、１回とする。
(5) 記録・管理
　　実証に係る状況写真等について、様式３により提出すること。
実証を行った牧草の刈取作業に要した時間等を作業実績書（様式４）に記録し、提出すること。
計画準備、打合せ協議、管理・記録については、作業日報（様式５）を作成すること。

第５条　成果品
　成果品は、ロボットトラクタを活用した２台同時刈取作業について実証した結果について、同時刈取作業の所感や今後の課題等を、調査報告書（様式６）に整理すること。

第６条　その他
　業務の実施にあたり、疑義が生じた場合は担当者と協議を行うこと。
　


